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　福岡県労連では、未組織若年労働者の組織化を進めるため「組織拡大総がかり」の取り組みを進め
ています。この間、「働き方アンケートＤＭ配布」「まちかど相談」「市民講座」の取り組みを重ね労
働者の実態把握を行ってきました。この中では、労働基準法に守られず働く労働者の生の声が多数寄
せられました。県労連は、労働基準法を当り前に活用できる職場づくりを進めるため、引き続き組織
化に向けた活動を取り組みます。

　
２
０
１
２
年
11
月
、
野
田
内
閣
は
国
会
解
散
の
ド
サ
ク
サ
に
紛
れ
て
、
２
・
５
％
の
年
金
削
減
の
法
律

を
強
行
し
ま
し
た
。
年
金
者
組
合
は
、、
こ
れ
を
不
服
と
し
て
12
万
６
千
人
の
不
服
審
査
請
求
と
２
万
７

千
人
を
超
え
る
再
審
査
請
求
を
行
い
ま
し
た
が
全
て
却
下
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
福
岡
で
は
、
２
０
１

５
年
11
月
10
日
（
火
）
に
福
岡
市
赤
坂
に
あ
っ
た
福
岡
地
裁
福
岡
支
部
で
「
年
金
削
減
違
憲
訴
訟
」
の
第

１
回
口
頭
弁
論
が
行
わ
れ
、
こ
の
４
年
間
で
15
回
の
弁
論
が
行
わ
れ
、
い
よ
い
よ
裁
判
は
大
詰
め
を
迎
え

て
い
ま
す
。
11
月
25
日
の
第
17
回
公
判
は
、
１
日
か
け
て
の
証
人
尋
問
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　「
仕
事
に
活
か
す
ワ
ー
ク

ル
ー
ル
」
を
テ
ー
マ
に
國
嶋

弁
護
士
を
招
き
開
催
し
ま
し

た
。

　
初
め
て
の
参
加
者
に
も
分

か
り
や
す
く
、
ク
イ
ズ
形
式

な
ど
も
取
り
入
れ
な
が
ら
の

講
演
で
し
た
。
当
日
は
9
人

の
参
加
の
中
、
ワ
ー
ク
ル
ー

ル
に
反
す
る
理
不
尽
な
会
社

の
中
で
の
働
き
方
に
も
重
ね

た
質
問
も
出
さ
れ
、
終
了
後

に
は
希
望
者
へ
の
相
談
会
も

開
催
し
ま
し
た
。
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1 部 10 円

県内市町村の「木・花・鳥」  小郡市【市の木】くすのき【市の花】ふじ【市の鳥】しらさぎ　筑紫野市【市の木】つばき【市の花】サルビア　春日市【市の木】ナギ【市の花】ユリ＜出展：福岡県市町村要覧＞

建交労

2019年度
わくわく講座第2回スクーリング

　9月15日（ 日 ）14時
より下関市立大学関
野教授を講師に招き
14人の参加で行いま
した。
　当日は、関野教授か
ら1時間の講義の後、
質疑・討論を1時間行
い充実した内容とな
りました

年
金
裁
判 

い
よ
い
よ
大
詰
め

第30回
人間らしく働くための

九州セミナー in長崎
日 時  2019年 11月30日土　13時～ 18時

 12月 1日日　 9時～ 12時
会 場  1日目  長崎大学文京キャンパス 

　中部（なかべ）講堂

   長崎新聞文化ホール・アストピア 
　（夜の交流会）

 2日目  長崎大学環境科学部・ 
教養教育講義棟（分科会）

参 加 費  2日間3,500円（１日参加2,000円）
参加申し込み  締　切　 第1次10月28日月 

第2次11月11日月
申 込 先 　現地実行委員会事務局
 FAX　095-879-3388

　
建
交
労
ト
ラ
ッ
ク
部
会
で

は
、
運
輸
に
関
わ
る
労
働
者

の
労
働
条
件
改
善
、
と
り
わ

け
高
齢
化
が
進
む
職
場
を
若

年
労
働
者
が
希
望
を
持
っ
て

働
け
る
職
場
づ
く
り
を
目
指

し
組
織
拡
大
を
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
9
月
20
日
は
早
朝
6
時
よ

り
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
ド
ラ
イ

バ
ー
に
向
け
た
宣
伝
を
荒
津

で
行
い
、
引
き
続
き
箱
崎
埠

頭
周
辺
で
、
組
合
加
入
案
内

立
看
板
の
設
置
、
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
チ
ラ
シ
配

り
、
休
憩
停
車
中
の
ド
ラ
イ

バ
ー
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
い
ま
し
た
。

 

年
金
収
入
が
10
万
円
以

下
の
人
は
、
高
齢
者
人

口
３
３
８
４
万
人
の
36
・

６
％
と
な
っ
て
お
り
、
生

活
保
護
世
帯
に
お
け
る
高

齢
者
の
比
率
は
52
・
８
％
・

86
万
世
帯
に
増
え
、
高
齢

者
の
貧
困
化
は
急
速
に
進

ん
で
い
ま
す
。
国
税
庁
の

「
民
間
給
与
実
態
調
査
」

を
見
る
と
、
年
収
２
０
０

万
円
未
満
の
労
働
者
は
１

０
８
５
万
人
（
21
・
９
％
）

で
12
年
連
続
し
て
１
０

０
０
万
人
を
超
え
、「
結

第4回市民講座

第
16
回
公
判

　10
月
18
日
㈮
14
時
か
ら

第
17
回
公
判

　11
月
25
日
㈪
10
時
か
ら

婚
の
壁
」
年
収
３
０
０
万

円
以
下
の
労
働
者
が
増
え
、

５
０
０
万
円
以
上
の
「
中

間
層
」
の
労
働
者
は
減
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
で
は
、

無
年
金
や
年
金
保
険
料
を

満
足
に
掛
け
る
こ
と
が
出

来
ず
、
将
来
低
年
金
高
齢

者
の
心
配
が
現
実
の
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。

山
本
・
星
野
弁
護
士 

　
熱
く
語
る

　「
年
金
削
減
違
憲
訴

訟
」
と
「
生
活
保
護
基

準
削
減
違
憲
訴
訟
」
の

２
つ
の
違
憲
訴
訟
を
支

援
す
る
福
岡
の
会
（
い

か
ん
よ
貧
困
・
福
岡
の

会
）
は
、
８
月
７
日
と

10
日
の
両
日
、
北
九

州
市
内
と
福
岡
市
内

で
「
札
幌
地
裁
不
当
判

決
学
習
会
」
を
開
催
し
、

原
告
を
中
心
に
両
会
場

で
１
０
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
講
師
を
つ
と

め
た
山
本
・
星
野
弁
護

士
は
、
札
幌
地
裁
不
当

判
決
の
内
容
を
詳
し
く

わ
か
り
や
す
く
解
説
し

た
う
え
で
、
不
当
判
決

を
ど
う
乗
り
越
え
る
か

に
つ
い
て
熱
く
語
り
ま

し
た
。

組織拡大の取り組み

アンケート調査
箱崎埠頭他

第
２
回
ま
ち
か
ど
相
談「
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
カ
フ
ェ
」

日
時 

２
０
１
９
年
10
月
26
日
㈯
14
時
～
16
時 

会
場 

福
岡
市
中
央
区
警
固
公
園

　
第
2
回
目
を

開
催
し
ま
す
。加

盟
組
合
の
皆
さ
ん

の
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
の
参
加
を
呼

び
か
け
ま
す
。

　
第
１
回
目
の
公
園
利
用
者
へア
ン
ケ
ー
ト
調

査
で
は
、「
有
給
休
暇
が
取
れ
な
い・制
度
が
無

い
」と
答
え
た
方
が
25
％
、「
残
業
代
の
支
払
い

が
無
い・一
部
の
み
」と
答
え
た
方
が
や
は
り

25
％
も
あ
り
ま
し
た
。ま
だ
ま
だ
法
律
違
反

が
蔓
延
し
て
い
る
状
況
に
対
し
て
、県
労
連
で

は
労
働
基
準
法
が
当
り
前
に
適
用
で
き
る
職

場
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
労
働
組
合
への
組

織
化
を
目
指
し
活
動
を
進
め
ま
す
。
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今後の日程  10月7日生存権裁判⑰　10月8日いかんよ貧困・福岡宣伝　10月10日県労連新役員挨拶まわり　10月11日いかんよ貧困・福岡団体まわり　ディーセントワーク宣伝、非正規労組連絡会役員会　10月15日県労連4役会議　10月17日教員宣伝局会議　10月19日年金者組合30周年行事

この本
おすすめ

◆10月から福岡県の最低賃金は時給814円から841円になります。
上昇したといえども、私たちのめざす時給は1,500円。まだまだ遠く、
また、中央との格差も縮まるどころか広がっているという現状です。
◆これからが私たち労働組合の頑張りどころであると考えて各地域組
織、産別組織の垣根なく全員で手を取り合って労働環境改善に取り組

んでいきましょう。
◆ふと思い返せば私の学生時代の最低賃金は 640 円台。諸々の価値の変動があった
とはいえ平成は遠くなりにけり。(ふ )

　
一
昨
年
11
月
に
み
な
さ

ん
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

「
最
低
生
計
費
試
算
調
査
」

は
、
福
岡
市
に
続
い
て
北

九
州
市
の
調
査
結
果
が
出

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
北
九

州
都
市
圏
に
住
む
20
代
か

ら
30
代
の
単
身
者
の
ア
ン

ケ
ー
ト
２
６
７
人
分
を
集

計
し
、
20
代
単
身
者
が
憲

法
25
条
で
保
障
さ
れ
た

「
健
康
で
文
化
的
な
最
低

限
度
の
生
活
を
営
む
」
た

め
に
必
要
な
持
ち
物
、
生

活
パ
タ
ー
ン
を
調
査
し
て

集
計
し
た
も
の
で
す
。

　
そ
の
結
果
、
北
九
州
市

で
は
時
間
当
た
り
１
，
６

８
４
円
が
必
要
だ
と
い
う

結
果
が
出
ま
し
た
。
福
岡

市
で
は
時
間
当
た
り
１
，

５
１
７
円
が
必
要
と
い
う

結
果
が
出
て
い
ま
す
が
、

福
岡
市
で
は
あ
る
程
度
公

共
交
通
機
関
が
整
備
さ
れ

て
い
る
た
め
、
車
は
所
有

せ
ず
自
転
車
を
所
有
す
る

設
定
と
し
ま
し
た
。
北
九

州
市
で
は
自
動
車
が
必
需

品
と
答
え
た
人
の
割
合
が

72
・
９
％
お
り
、
通
勤
手

段
を
自
家
用
車
と
し
た
人

が
約
55
％
で
し
た
。
そ
の

た
め
、
自
家
用
車
を
必
需

品
と
し
て
所
有
し
、
購
入

費
や
維
持
費
を
含
め
た
た

め
、「
交
通
・
通
信
費
」

が
福
岡
市
よ
り
も
２
万

６
，
０
０
０
円
ほ
ど
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　
福
岡
県
の
最
低
賃
金
は

10
月
１
日
か
ら
時
間
当
た

り
８
１
４
円
が
８
４
１
円

に
改
定
さ
れ
ま
す
。
し
か

し
、
８
４
１
円
で
は
北
九

州
市
で
必
要
な
生
計
費
の

半
分
程
度
し
か
満
た
せ
ま

せ
ん
。
こ
の
間
全
国
で
調

査
し
た
結
果
で
も
、
最
低

生
計
費
は
ど
こ
で
も
１
，

４
０
０
円
か
ら
１
，
６
０

０
円
必
要
だ
と
い
う
結
果

が
出
て
お
り
、
私
た
ち
が

す
す
め
る
「
全
国
一
律
今

す
ぐ
１
，０
０
０
円
以
上
、

早
く
１
，
５
０
０
円
に
」

の
早
期
実
現
が
求
め
ら
れ

て
お
り
、
こ
の
調
査
結
果

を
労
働
者
・
市
民
に
知
ら

せ
、
声
を
広
げ
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。

暉て
る
お
か峻

　
淑い
つ
こ子
著

　「対
話
す
る
社
会
へ
」

岩
波
新
書
　
２
０
１
７
年
1
月
20
日
刊

　「
戦
争
・
暴
力
の
反

対
語
は
、
平
和
で
は
な

く
対
話
で
す
」

　
戦
争
や
暴
力
、
平
和

や
様
々
な
社
会
事
象
に

つ
い
て
考
察
す
る
中

で
、
著
者
が
至
っ
た
結

論
で
す
。
対
話
が
大
切

だ
と
い
う
こ
と
は
だ
れ

も
が
同
意
で
き
る
で

し
ょ
う
。
し
か
し
、「
対

話
と
は
」
と
問
わ
れ
る

と
明
快
な
答
え
を
出
せ

る
で
し
ょ
う
か
。「
対

話
と
は
、
対
等
な
人
間

関
係
の
中
で
の
相
互
性

が
あ
る
話
し
方
で
、
何

度
も
論
点
を
往
復
し
て

い
る
う
ち
に
、
新
し
い

視
野
が
開
け
、
新
し
い

創
造
的
な
何
か
が
生
ま

れ
る
」。
対
話
が
欠
如

し
た
社
会
で
は
、
一
方

的
な
押
し
付
け
、
忖
度

な
ど
が
幅
を
利
か
せ
ま

す
。
今
の
日
本
社
会
の

変
革
の
た
め
に
も
、
民

主
的
労
働
組
合
活
動
の

前
進
の
た
め
に
も
役
立

つ
一
冊
で
す
。
　

（
い
と
う
ひ
で
き
）

　
県
労
連
幹
事
で
大
牟
田

地
区
労
連
議
長
の
野
口
寛

之
氏
が
、
9
月
12
日
に
薬

石
効
無
く
永
眠
さ
れ
ま
し

た
。
謹
ん
で
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

　
享
年
63
歳
、
医
療
法
人

親
仁
会
の
職
員
で
も
あ
り
、

働
く
も
の
と
地
域
住
民
の

い
の
ち
と
健
康
、
く
ら
し

を
守
る
た
め
に
全
力
を
あ

げ
て
い
ま
し
た
。

　
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。 訃

報

北九州市 費 目 福岡市
４４，１０１ 食 費 ４３，６８６
３０，０００ 住 居 費 ３２，０００
７，７４３ 光 熱・水 道 費 ７，７２２
３，６９７ 家具・生活用品費 ３，６９７
７，１０８ 被 服・履 物 費 ７，１０８
１，１６２ 保 険・医 療 費 １，１６８
４１，６８６ 交 通・通 信 費 １５，６１３
２４，７３４ 教 養・娯 楽 費 ２４，７３９

２４，１２７ そ の 他
（理美容・交際費など） ２５，９２７

１８４，３６３ 消費支出合計 １６１，６６６

４９，７７６ 非 消 費 支 出
（税金・社会保障など） ４９，７７６

１８，４００ 予 備 費 １６，１００
２５２，５３９ １か月最低生計費 ２２７，５３６
１，６８４ 時間当たり最低生計費 １，５１７

若年単身世帯で１か月２５２，５３９円
時間当たり１，６８４円必要

北九州市の最低生計費試算調査結果

後

集

記

編

全労連九州ブロック
第14回オルグ養成講座」開催
　要求実現のため仲間作りを進めるためにどのような対話をして人を動かして行くか
を学びます。

日　時　２０１９年10月19日㈯　13時30分～ 20日㈰12時
会　場　佐賀市「川上峡・ホテル龍登園」
内　容　ワークショップ「トラブルメーカーズスクール」

厚生労働省
過労死等防止対策推進シンポジウム

～過労死をゼロにし、健康で充実して
働き続けることのできる社会へ ～

　近年、働き過ぎやパワーハラスメント等の労働問題によって多くの方
の尊い命や心身の健康が損なわれ深刻な社会問題となっています。
　本シンポジウムでは有識者や過労死された方のご遺族にもご登壇
をいただき、過労死等の現状や課題、防止対策について探ります。

日　時　２０１９年11月22日㈮　 18時30分～ 20時30分 
（受付18時～）

会　場　 JR博多シティ会議室ABCD 
（福岡市博多区博多駅中央街1-1（JR博多駅直結））

定　員　130名
参加無料

加入募集中 －くわしくは、組合役員まで－

2019 年秋季年金共済
　　　拠出型企業年金保険


